
静岡医療福祉センター 女性活躍の推進法に基づく一般事業主行動計画 

 

「女性活躍推進法」に基づき、女性が活躍できる環境の整備を行うため、次のように行動計画を策定する。 

 

１．計画期間 

令和８年４月１日 ～ 令和１３年３月３１日 までの ５年間 

 

２．内容 

目標１  計画期間内に、育児・介護休業の取得人数を次の水準以上とする。（短時間勤務希望者含む） 

     男性職員・・・1人以上  女性職員・・・取得希望者全員 

 

＜取り組み内容＞ 

令和8年4月～  育休・介護休業制度（産後パパ育休・短時間勤務・休業時の賃金等の労働条件など） 

を、再度全職員に周知する。       

令和8年4月～  育休・介護休業取得見込みの職員や取得希望者の状況を早期に把握し、周囲に気兼ね 

なく育児・介護休業等を取得できるよう、休業中の業務カバー体制（代替要員の確保、 

業務体制の見直しなど）の検討を行う。 

 

目標２  男女とも平均勤続年数を10年以上にする。       

 

＜取り組み内容＞ 

令和8年4月～  業務の見直し、人員確保など、時間外等削減のための検討を行い実施する。 

令和8年4月～  上長等による定期的な面談の実施、支部内設置のウェルネスセンターの活用を促進 

し、不安の解消や働きやすい環境（伝えやすい環境）作りを行う。 

令和8年4月～  希望休等を考慮し、柔軟に対応できる勤務シフトや職員間での勤務調整を行う。 

      

目標３  婦人科検診等の受診率の向上を目指す・・・女性職員 対象者の8割以上  

 

＜取り組み内容＞ 

令和8年4月～  婦人科検診等の検診受診の周知及び受診に係る勤務配慮。 

令和8年4月～  女性の健康上の特性に配慮した休暇制度の周知。 

令和8年4月～  女性の健康上の特性について相談及び対応可能な相談先等の周知。 

 


